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Ⅰ 研究主題 

 

 

 

 

Ⅱ 主題設定の理由 

本市では、平成１９年度に構造改革特別区域の認定を受け、新教科「さいと学」がスタートし

た。平成２０年度に教育特区の許認可権が文部科学省に移管されたために、平成２１年度より、

「教育課程特例区」という新しい枠組みの中で、「さいと学」は新教科ではなく、総合的な学習の

時間として位置付けられることになった。これまで、各学校では新設された教科「さいと学」に

おいて、学習内容や指導方法の改善に力を注いできた。 

しかしながら、指導者が学びの有用性やつながりを十分に意識せずに指導していたのではない

かという課題が見えてきた。それにより、子どもたちは「何のために学ぶのか」、「学んだことを

どう生かすのか」が分からないまま学習に取り組んでいたのではないかと考えられる。 

また、昨今の教育的課題の一つに「キャリア教育」の充実が挙げられる。それは、児童生徒の

勤労観・職業観の希薄化や社会人・職業人としての基礎的・基本的な資質を培う上での課題、さ

らには資質・能力の発達の遅れをめぐる課題、早期離職率や非正規雇用率の高さなどの社会問題

の表面化、加えて、子どもたちの中に、将来に不安を感じ、学校での学習と自分の将来との関係

に意義が見出せずに学習意欲が低下したり、学習習慣が身に付かなかったりといった状況がある

ことも指摘されている。 

そこで、西都市教育研究センターとして、「さいと学」のよさを継承しつつ、よりよい「さいと

学」の創造に向けて研究に取り組むことにした。それは、総合的な学習の時間において、地域を

学び、地域に学び、自分を見つめることができる児童生徒を目指した取組であり、西都市の全小・

中学校にその考え方を広めていきたいという我々の願いでもある。 

この研究を進めていく上での視点として、次の２点を掲げることにする。 

① 指導する側が、子どもにどんな力を身に付けさせたいかを明確にする。 

② 探究的な学習をベースに、キャリア教育の視点を踏まえた「さいと学」における学習活動

の構築を行う。 

このような研究を進めることは、西都の「ひと・もの・こと」の学習を通して西都のよさを知

ると共に、自分の生き方や将来を考える子どもの育成につながり、今を生きる子どもたちに必要

な力になると考え、本主題を設定した。 

 

Ⅲ 研究の目標 

一人一人の社会的・職業的自立に向け、必要な基盤となる能力や態度を育てるキャリア教育の

視点を踏まえた「さいと学」の研究を通して、ふるさと西都を愛する児童生徒の育成を目指す。 

 

Ⅳ 研究の仮説 

キャリア教育の視点を踏まえた「さいと学」の授業における指導方法を工夫・改善することに

より、一人一人の社会的・職業的自立に向けた必要な能力や態度を育むとともに、生涯にわたっ

てふるさとを愛する心と社会に貢献する態度を育てることができるのではないか。 

キャリア教育の視点を踏まえた「さいと学」の創造 
～ ふるさと西都を愛し、社会に貢献しようとする児童生徒の育成を目指して ～ 
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Ⅴ 研究内容 

１ 理論研究 

  (1) 実態調査 

     資料－１は、市内教職員に行ったアンケート結果である。

この結果から「総合的な学習の時間やキャリア教育のねら

いが十分達成できているとはいえない」ことが分かった。 

これは、「さいと学」「総合的な学習の時間」「キャリ

ア教育」のねらいや指導過程の関連が整理されていない

ためだと考えた。そこで、次の２点を研究の視点とした。 

 

 

 

 

 

   

(2) ねらいと指導過程と学習活動の関連の整理 

     子どもに身に付けさせたい力を明確にするために、「教育ブランド西都」「キャリア教育」 

「総合的な学習の時間」「さいと学」のねらいを改めて整理した（資料－２）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育ブランド西都 
  小中高一貫教育を通して『たくましいからだ 豊かな心 すぐれた知性』を備え、郷土に対する誇りと

国際感覚にあふれ、新たな時代を切り開いていく気概をもち、心身ともに調和のとれた児童生徒の育成 

 キャリア教育～自分に気づき、未来を築く 
 ・ 一人一人のキャリア発達の支援 
 ・ 学ぶことや働くこと、生きることの尊さを実感させ、学ぶ意欲の向上 
 ・ 将来の社会的自立・職業的自立の基盤となる資質・能力・態度の育成 
 ・ 望ましい勤労観・職業観の育成 

総合的な学習の時間 
  横断的・総合的な学習や探究的な学習を通して、自ら課題を見つけ、自ら学び、自ら考え、主体的に判断し、
よりよく問題を解決する資質や能力を育成するとともに、学び方やものの考え方を身に付け、問題の解決や探
究活動に主体的、創造的、共同的に取り組む態度を育て、自己の生き方を考えることができるようにする。 

さいと学 
  児童・生徒が、西都市の自然・環境、歴史・伝統、産業・生活など、西都市の教育資源を有効に活用しなが
ら学習し、西都市の特色や課題を理解するとともに、西都市とのかかわりの中で、自分を見つめ直し、西都市
の未来や自分の生き方について考えることを通して、生涯にわたってふるさとを愛する心と態度を育てる。 

人間関係形成・社会形成能力 
例) 
・他者の個性を理解する能力 
・他者に働きかける能力 
・コミュニケーション・スキル 
・チームワーク 
・リーダーシップ    等 

キャリアプランニング能力 
例) 
・学ぶこと・働くことの意義や
役割の理解 
・多様性の理解 
・将来設計 
・選択、行動      等 
  

自己理解・自己管理能力 
例) 
・自己の役割の理解 
・前向きに考える力 
・自己の動機付け 
・忍耐力 
・ストレスマネジメント 
・主体的行動      等 

課題対応能力 
例) 
・情報の理解・選択・処理等 
・本質の理解 
・原因の追究 
・課題発見 
・計画立案 
・実行力 
・評価・改善      等 

中学校 ○ 肯定的自己理解と自己有用感の獲得  ○ 興味・関心等に基づく職業観・勤労観の形成 
中学校 ○ 進路計画の立案と暫定的選択の獲得  ○ 生き方や進路に関する現実的探索 

小学校 ○ 自己及び他者への積極的関心の形成・発展  ○ 身のまわりの仕事や環境への関心・意欲の向上 
中学校 ○ 夢や希望、憧れる自己のイメージの獲得   ○ 勤労を重んじ目標に向かって努力する態度の形成 
高学年～苦手なことや初めて経験することに失敗を恐れずに取り組み、そのことが集団の中で役立つ喜びや自分への自信につながるようにする。 
中学年～友達のよさを認め、協力して活動する中で、自分の持ち味や役割を自覚することができるようにする。 
低学年～自分の好きなこと、得意なこと、できることを増やし、様々な活動への興味関心を高めながら意欲と自信を持って活動できるようにする。 

課題発見・解決能力 コミュニケーション能力 論理的思考力 

関心・意欲・態度 思考・判断 情報活用の技能・表現 知識・理解 

資料－２ 「教育ブランド西都」「キャリア教育」「総合的な学習の時間」「さいと学」のねらいの整理 

視点① 指導する側が、子どもにどんな力を身に付けさせた
いかを明確にする。 

視点② 探究的な学習をベースに、キャリア教育の視点を踏
まえた「さいと学」における学習活動の構築を行う。 

できている 
まあまあできている 
あまりできていない 

できていない 

0    20    40 (％)  

0    20    40 (％)  

できている 
まあまあできている 
あまりできていない 

できていない 

 

資料－１ アンケート結果  
対象 市内小中学校教職員 

14 
43  
43   

0                                

      10 
46  

43   
1                               

  

Q1 さいと学において、「総合的な学習の時間のねらい」
を達成するための活動ができていますか？ 

 

 

 

 
 
Q２ さいと学において、「キャリア教育のねらい」を達

成するための活動ができていますか？ 
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    「さいと学」は、「総合的な学習の時間」として指導されている。よって、「総合的な学習の時

間」のねらいを達成することが「さいと学」のねらいの柱となる。総合的な学習の時間のねらい

を達成するための学習指導の基本的な考え方として、次の５つが示されている。 
 
 

 この５つの中で、特に「①探究的な学習」をさいと学の学習においてより重視することが必要だ

と考えた。資料－３は、課題発見・解決能力、論理的思考力、コミュニケーション能力等の育成に

資する探究的な学習過程と各過程における学習活動を示したものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 さいと学では、さいと学のねらいを達 

成するため「知る→語る→愛する」の学 

習過程が示されている（資料－４）。 

 これまでは、「知る→語る→愛する」の 

学習過程と探究的な学習過程（資料－３） 

の関連が明確にされていなかった。 

①探究的な学習 ②協同的な学習 ③体験活動の充実 ④言語活動の充実 ⑤各教科等との関連 

 

探究的な学習における学習指導 

 

 

 

 

  

１ 課題の設定 
 ○ 人、社会、自然に直接かかわる体験活動を重視すること 
 ○ 児童の発達や興味・関心を適切に把握すること 
 ○ これまでの児童の考えとの「ずれ」や「隔たり」、理想と現実の対比などを大切にすること 
 ○ 各教科等で身に付けた知識・技能を積極的に活用すること 

事例① 体験活動を対比して課題を設定する        事例② 資料を比較して課題を設定する 
事例③ グラフの推移を予測して課題を設定する    事例④ 対象へのあこがれから課題を設定する 
事例⑤ KJ 法的な手法で課題を設定する         事例⑥ 問題を序列化して課題を設定する  ・・・ 

２ 情報の収集 
 ○ 体験を通した感覚的な情報の収集を大切にすること 
 ○ 課題解決のために目的をもって情報収集を行うこと 
 ○ その後の探究活動を深めるために、収集した情報を適切な方法で蓄積すること 
 ○ より多くの情報、より確かな情報の収集を行うために、各教科で身に付けた知識、技能を発揮すること 

事例① アンケート調査で情報を収集する         事例② フリップボードで情報を収集する 
事例③ インタビュ－前にチェックリストで確認して情報を収集する 
事例④ 図書室や図書館で情報を収集する         事例⑤ インターネットで情報を収集する 
事例⑥ ファクシミリで情報を収集する        事例⑦ 手紙で情報を収集する       ・・・ 

３ 整理・分析 
 ○ どのような情報が、どの程度収集されているかを把握すること 
 ○ どのような方法で情報の整理・分析を行うのかを決定すること 
 ○ 整理・分析する活動として「比較して考える」「分類して考える」「序列化して考える」「関連

付けして考える」などの思考との関係を意識すること 
 ○ 国語科や社会科、算数科、家庭科などの教科等での学習との関連を図り、教科等と総合的な学

習の時間が互いに支え合うように配慮すること 
事例① カードで整理・分析する            事例② グラフで整理・分析する 
事例③ マップで整理・分析する          事例④ 図等で整理・分析する 
事例⑤ 座標軸の入ったワークシートで整理・分析する 事例⑥ メリット・デメリットの視点で整理・分析する・・・ 

４ まとめ・表現 
 ○ 情報を再構成し、自分自身の考えや新たな課題を自覚すること 
 ○ 相手意識や目的意識を明確にすること 
 ○ 伝えるための具体的な方法を身に付け、内容を明らかにすること 
 ○ 各教科等で身に付けた表現方法を積極的に活用すること 

事例① 振り返りカードでまとめ・表現する       事例② 保護者や地域住民などに報告する 
事例③ 自己評価カードを活用してまとめ・表現する   事例④ プレゼンテーションでまとめ・表現する 
事例⑤ 新聞でまとめ・表現する            事例⑥ レポートでまとめ・表現する     ・・・ 

■ 日常生活や社会に目を向け、児童
が自ら課題を設定する。 

■ 自らの考えや課題が新たに更新
され、探究の過程が繰り返される。 

■ 探究の過程を経由する。 
 ① 課題の設定 
 ② 情報の収集 
 ③ 整理・分析 
 ④ まとめ・表現 

資料－３ 探究的な学習過程と各過程における学習活動 

課題の設定 

情報の収集 

整理・分析 

まとめ・表現 

資料－４ 「さいと学」の学習の進め方 

知る         

語る 

愛する 

つ か む＝知的好奇心を刺激し、学習意欲を高める。 

ふかめる＝体験を通して、知識を獲得する。 

 
まとめる＝言動活動を通して表現する。 

 
ひろげる＝自分の在り方や生き方を考える。 
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そこで、「さいと学」「総 

合的な学習の時間」「キャ

リア教育」の学習のねらい

（資料－２）と学習過程・

学習活動（資料－３、資料

－４）を関連付けたイメー

ジ図を作成した（図－１）。 

 さらに、資料－１に示し

た「総合的な学習の時間」

と「キャリア教育」のねら

いをもとに、さいと学の学

習において「何を知り」「何

を語り」「何を愛するのか」

を明確にした（図－１）。 

 このように、「西都のひ

と・もの・こと」を通して

探究的な学習活動や知

る・語る活動を繰り返すこ

とで、身に付けさせたい力

を積み上げていくととも

に、西都を愛する心を育む

ようにすることとした。 

 

(3) 指導計画の様式の見直し 

整理した「ねらい」「学習過程」「学習活動」をもとに、具体的に指導計画を作成するため、 

指導計画の様式を見直した。「さいと学」「総合的な学習の時間」「キャリア教育」の関連が捉

えやすいようにすることを見直しの視点とした。 

 資料－５は、見直した指導計画の様式と、これまでに整理した資料－２・資料－４の関連を

示したものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－１ 探究的な学習過程をベースとした「さいと学」のイメージ図 

さいと学学習指導案 
１ 学  年 第○学年 
２ 単 元 名 「○○○」 
３ 単元目標 
４ キャリア教育の目標 
５ 単元計画 

探究的な 
指導過程 

学習活動 
（学習活動の方法） 

評価計画 
（評価の観点） 

目指す児童の姿 
【キャリア教育の観点】 

時数 

課題の設定 

○  
   

（●●●） 

（関心・意欲・態度） 
（思考・判断） 
（技能・表現） 
（知識・理解） 

【人間関係形成・社会形成能力】 
【自己理解・自己管理能力】 
【課題対応能力】 
【キャリアプランニング能力】 

 

情報の収集 ○    

整理・分析 ○    

まとめ・表現 ○    

課題の設定     

情報の収集     

整理・分析     
    

６ 本時の目標 
 
７ 学習指導課程 
 

（さいと学 年間指導計画より） 

総合的な学習の時間における学習活動の事例を参考に（資料－３より） 

 ４つの能力の例を参考に（資料－２より） 

 
１サイクル（課題の設定、情報の収集、整理・分析、まとめ・発表）を 

太枠で囲む。 

キャリア教育 

総合的な学習の時間 

キャリアプランニング能力 課題対応能力 自己理解・自己管理能力 人間関係形成・社会形成能力 

コミュニケーション能力 論理的思考力 課題発見・解決能力 

さいと学 知識・理解 思考・判断 情報活用の技能・表現 関心・意欲・態度 

資料－５ 指導計画の様式 

西都のひと・もの・ことを通して 

知る・語る 

○西都の将来を語る  
○自分の将来を語る 
○困ったことや学んだことを語る 

○西都に生きる人を知る  
○自分を知る 
○課題の解決の仕方を知る 

○自分の将来を大切にする  
○郷土を大切にする 
○他者や他の地域も大切にする 

知る・語る 

知る・語る 

愛する 

探
究
的
な
学
習
活
動 

協
同
的
な
学
習 

 
 

体
験
活
動
の
充
実 

言
語
活
動
の
充
実 

 

各
教
科
と
の
関
連 

 

中
学
校 

小
学
校 
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２ 実践研究 
 
(1)  小学校 第５学年「西都の米作りについて知ろう」 

10 月に三財小学校第５学年において、「西都の米作りについて知ろう」の小単元「自分たち 

の育てたお米を販売しよう」の実践を行った。 
 

ア 指導計画及び学習活動の様子 

  指導計画及び学習活動の様子は資料－６の通りである。 
 

キャリア教育の視点をふまえたさいと学の指導計画 
１ 学   年  第５学年  
２ 単 元 名 「西都の米作りについて知ろう」 
３ 単元目標 

○ 地域の米作りに対して積極的にかかわろうとする態度をもち、地域の米作りに関心をもつ。 
（関心・意欲・態度） 

○ 米作りの体験を通して、農業にかかわる人々の思いや願いに気付き、米作りの役割や大切さを考える。                                       
（思考・判断） 

○ 米作りの体験を通して考えた米作りの大切さや課題を農業にかかわる人々の思いや願いを関連させて 
表現できる。                                  （技能・表現） 

○ 米作りの手順や苦労、収穫の喜び、米の生育の特徴を理解し、農業にかかわっている方の生活を知る。                                        
（知識・理解） 

４ キャリア教育の目標 
○ JAや地域の方々との交流を図りながら、協力して米作り、米の販売、もちつきに取り組むことができる。                                

（人間関係形成・社会形成能力） 
○ 米作り、米の販売、もちつきの苦労を体感しながら、活動に粘り強く取り組むことができる。 

                               （自己理解・自己管理能力） 
○ 米作り、米の販売、もちつきについて自ら課題を設定し、解決することができる。        （課題対応能力） 
○ 米作り、米の販売、もちつきの体験を通して、働くことの意義を知り、将来の自分の生き方につなげ 
 ることができる。                         （キャリアプランニング能力） 

 
５ 単元計画 （全３３時間） 

探究的な 

学習過程 

学習活動 

（学習活動の方法） 
評価計画 

（評価の観点） 

目指す児童の姿 
【キャリア教育の観点】 

時数 

課題の設定 

情報の収集 

米作りクイズをする。 

 

 

米作りカレンダー作り
に必要な情報を収集する。 

（図書室、インターネットで調べる） 

西都で作られている米の種類や米
作りについて調べようとする。            

            （関心・意欲・態度） 

米の種類や米作りについて、資料
を使って情報を探すことができる。                

（技能・表現） 

これから米作りが楽しみだな。 
【自己理解・自己管理能力】        
 

カレンダー作りに必要な情報は何
だろう。     【課題対応能力】 

１ 

整理・分析 

まとめ・表現 

調べた作業について、カ
レンダーに整理する。 

（カレンダー） 

完成したカレンダーと
西都の他の様子を比べ、感
想を発表する。（振り返りカード） 

米の種類や米作りについて考える
ことができる。     （思考・判断） 

 

いろいろな米の種類が生産されて
いることを理解できる。（知識・理解） 

調べたことをカレンダーにまとめ
よう。      【課題対応能力】 

 

他の地域と西都の米作りの違いが
分かった。   【課題対応能力】 

１ 

課題の設定 

情報の収集 

稲の種まきの仕方につ
いて調べ、ポイントをまと
める。   （作業カード） 

種まきの仕方について調べ、作業
の準備について考えることができ
る。                 （思考・判断） 

どうやって種まきをするのかな。 
【課題対応能力】 １ 

整理・分析 

まとめ・表現 

稲の種まきを行い、手伝
いに来ていただいた方々
の思いを整理する。また、
学習した感想を書き、それ
を交流する。 

（座標軸ワークシート） 

体験を基にして、種まきの手伝い
をしていただいた方々の思いを知
る。        （知識・理解） 

どんな思いで、米作りを手伝って
くださっているのだろう。 
  【キャリアプランニング能力】 

２ 
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探究的な 

学習過程 

学習活動 

（学習活動の方法） 
評価計画 

（評価の観点） 

目指す児童の姿 
【キャリア教育の観点】 

時数 

課題の設定 

情報の収集 

田植えの準備をする。発芽か
ら田植えまでの期間や稲の生長
について調べる。（生育カード） 

田植えに必要な準備について
考えることができる。 

（思考・判断） 

田植えには、どんな準備が必要なのかな。 
【課題対応能力】 １ 

整理・分析 
まとめ・表現 

田植えをする。 

田植えをした感想を書き、意
見を交流する。（振り返りカード） 

手植え体験を通して、今と昔の
田植えを比べ、昔の人の苦労につ
いて知ることができる。（知識・理解） 

がんばって田植えをしよう。   【自己理解・自己管理能力】 

昔の人は苦労して田植えをしたんだな。 
【キャリアプランニング能力】 

２ 

課題の設定 

お米がたくさん取れるために
は、どのような作業が必要か予
想する。     （観察・ＫＪ法） 

稲の生長に関心をもち、観察
をすることができる。 

（関心・意欲・態度） 

どのような作業が必要か予想してみよう。 
【課題対応能力】 １ 

情報の収集 
これまでに、どのような作業

をしていただいているのか、調
べる。        （インタビュー） 

これまでにどのような作業を
していただいているのか、イン
タビューする。 （技能・表現） 

どのような作業が必要か農家の方にインタビューし
てみよう。     【人間関係形成・社会形成能力】 

 
１ 

整理・分析 

稲の生長の様子を観察に行
き、これから自分たちでできる
作業はないか考える。（生育カード） 
草取りなどの作業を行い、その

苦労について知る。 （振り返りカード） 

大きく成長させるために、ど
んな世話が必要か考えることが
できる。    （思考・判断） 
 

自分たちでできそうなお世話を考え、実行しよう。 
【課題対応能力】 

草取りの作業は大変だけど、がんばろう。 
【自己理解・自己管理能力】 

２ 

まとめ・表現 

手刈りで稲刈りを行い、米が
実るまでの工夫や努力について
まとめ、感想を交流する。 

（振り返りカード） 

手刈り体験を通して、今と昔の田
植えを比べ、昔の人の苦労について
知ることができる。 （知識・理解） 
 

稲刈りの作業は大変だけど、がんばろう。 
【自己理解・自己管理能力】 

農家の方の仕事の苦労がよく分かった。 
【キャリアプランニング能力】 
 
 
 
 
 
 
 
 

２ 

課題の設定 

お米がたくさん売れるために
は、どんな工夫をしたらよいか
考える。            （ＫＪ法） 

自分たちが育てたお米がたく
さん売れるための方法につい
て、意欲的に考えることができ
る。   （関心・意欲・態度） 

お米屋さんに、お米を販売するときの工夫を聞いて
いみよう。       【人間関係形成・社会形成能力】 
 がんばって、お米をたくさん売りたいな。  

【自己理解・自己管理能力】 
 どうしたらお米が売れるか考えよう。 

          【課題対応能力】 

１ 

情報の収集 
整理・分析 

自分たちが育てたお米（品種、
育て方、育てた人の思い等）に
ついて調べ、どのようなキャッ
チコピーで販売したらよいか考
える。（販売用看板、ＰＯＰ作成） 

自分たちが育てたお米はどん
なお米か調べ、それをキャッチ
コピーとして表現することがで
きる。     （技能・表現） 
 

自分たちの作っているお米はどんなお米なのだろ
う。                【課題対応能力】 
お米が売れるようなキャッチコピーを考えよう。   

【課題対応能力】 

６ 

本
時
（
３
／
６
） 

まとめ・表現 

お米販売をしての感想を書
き、意見を交流する。 

（振り返りカード） 

お米販売を通して、小売業の
工夫や努力について知ることが
できる。    （知識・理解） 

物を売るためには、いろんな工夫が必要なんだな。仕
事をすることの大切さがよく分かった。わたしも販売の
仕事に携わってみたい。 【キャリアプランニング能力】 

１ 

課題の設定 

もちつきはどのように行えば
よいか、これまでの経験を基に
考える。           （ＫＪ法） 

もちつきの仕方について、こ
れまでの経験を基に、意欲的に
考えることができる。    

（関心・意欲・態度） 

もちつきはどのようにするのだろう。どのような道
具や材料が必要だろう。     【課題対応能力】 

１ 

情報の収集 
整理・分析 

もちつきの仕方について調
べ、必要な準備を行う。 

（もちつき準備カード） 

もちつきの仕方について調
べ、必要な準備を行うことがで
きる。        （技能・表現） 

 もちつきの仕方についてお家の人に聞いてみよう。 
【人間関係形成・社会形成能力】 １ 

まとめ・表現 もちつきをした感想を書き、
意見を交流する。 

（振り返りカード） 

もちつき体験を通して、もちつ
きの工夫や努力について知るこ
とができる。   （知識・理解） 

もちつきができたのも、様々な方の協力があったか
らだ。感謝しよう。 【人間関係形成・社会形成能力】 
 

２ 
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課題の設定 一年間のお米学習をさらに発
展させて、どのようなことにつ
いて調べたいか課題を見つけ
る。          （ウェッビング） 

自分が調べたいことを、意欲
的に見つけようとしている。 

（関心・意欲・態度） 

これまでの経験を生かして、さらに米作りについて
くわしく調べたいな。       【課題対応能力】 

１ 

情報の収集 

それぞれの課題について調べ
る。（インタビュー、アンケート、図書室、
インターネット） 

それぞれの課題について、様々
な方法で情報収集することがで
きる。      （技能・表現） 

調べたいことをいろんな方法で調べてみたいな。 
【課題対応能力】 ２ 

整理・分析 
調べたことを整理する。 

（カード、グラフ、図、座標軸） 
調べたことを、様々な方法で、

整理・分析することができる。 

（思考・判断） 

調べたことを関連付けて、まとめていきたいな。 
                                    【課題対応能力】 ３ 

まとめ・表現 
調べたことを参観日に発表す

る。（新聞、ポスター、レポート） 
調べたことを、様 な々方法で、

伝えることができる。（技能・表現） 
保護者の方々や米作りでお世話になった方々へ感謝の思い

をこめながら発表したい。 【人間関係形成・社会形成能力】 
１ 

 
６ 本時の目標 
 ○ 収集した情報を基に、根拠を明確にしながら、キャッチコピーの案を考えることができる。 （思考・判断） 
 
７ 学習指導過程 

段階 学習内容及び学習活動 指導上の留意点 資料・準備 

つ 

か 

む 

１ 前時までの学習活動の振り返りと本時の 

学習活動について確認する。 

２ 本時学習のめあてを立てる。 

○ 前時までに収集した情報をまとめた模造紙を 

活用して、これまでの学習活動を振り返らせる。 

○ 児童の主体的な学習活動を促すために、小単 

元における本時の位置付けを確認するとと 

もに、本時学習活動の見通しをもたせるため 

に児童の言葉をつないで、めあてを設定する。 

収集した情

報をまとめ

た掲示物 

 

学習計画表 

 

見

通

す 

３ 学習の流れを確認する。 

 ①個人思考→②班での話合い→③全体発表 

○ 学習の流れを提示することで、学習内容及び 

学習活動への見通しをもたせ、主体的に学習に 

取り組ませる。 

メニュー 

ボード 

 

考 

え 

る 

４ キャッチコピーの案を考える。 

 ① 個人で考える。 

  ○ 自分が考えた、キャッチコピーをＰＯ

Ｐ用紙に書き、その裏に根拠となる理由

を考えて書く。 

 

 

 

 

 

 

 

 ② 班で話し合う。 

  ○ 個人の考えを発表する。 

  ○ 班での考えをまとめる。 

 ③ 全体で発表し、情報を共有するとともに、

相互に意見を述べ、キャッチコピーをより

よいものにしていく。 

  ○ 発表 

  ○ 意見交換 

  ○ 班の話し合い（再検討） 

 

 

 

 

○ 思考を可視化させるために、ＰＯＰ用紙を用

意し、考えたキャッチコピーを表面に、その理

由を裏面に書かせる。理由を考える際には、こ

れまで収集した情報と関連付けられるように

する。 

 

 

 

 

 

 

 

○ それぞれの意見の共通点・相違点を明確にさ

せながら、班の意見をまとめていけるように机

間指導を行う。 

○ 情報を共有させるために、班ごとに根拠とな 

る理由を添えて発表させる。 

○ キャッチコピーをさらによいものにするため 

に、相互に意見やアドバイスを述べさせながら、 

班の考えを再構成させる。 

キャッチコ

ピーの例 

 

ＰＯＰ用紙 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

班の意見を

まとめる紙 

マジックペン 

 

ま 
と 
め 
る 

５ 本時を振り返る。 

 ① 本時学習をまとめる。 

 ② 自分自身の本時学習について振り返る。 

 ③ 次時からの活動内容について見通しを  

もつ。 

○ 主体的な学習活動とするために、今後の学習

活動を提示しながら、へそ祭りに向けてどんな

準備が必要か考えさせる。 

＜評価＞ 

  根拠を明確にしながら、キャッチコピーの案

を考えることができたか。 

 

 
 

 

お米がたくさん売れるような

キャッチコピーを考えよう。 

 

資料－６ 第５学年「西都の米作りについて知ろう」 指導計画及び学習活動の様子 
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イ 考察 

○ 「自分たちの育てたお米」を販売するという目的意識をもたせたることにより、児童の主

体的な活動が促され、働くことの意義や地域のよさを知ることにつながった。 

○ 探究的な学習のサイクルを意識した授業を実践したことにより、児童の学習意欲が継続

し、様々な方法で課題を解決しようとする児童の姿が見られた。 

● キャリア教育の視点を踏まえたさいと学のねらいを達成するためには、それぞれの学年

において身に付けさせたい力を意識した指導を行う必要がある。 

 

(2)  中学校 第１学年「福祉について考えよう」 
 
    11 月に三財中学校第１学年において、「福祉について考えよう」の実践を行った。 
 

  ア  指導計画及び学習活動の様子 

    指導計画及び学習活動の様子は資料－７の通りである。 
 

キャリア教育の視点をふまえたさいと学の指導計画 

１ 学  年  第１学年１組 

２ 単 元 名 「福祉について考えよう」 

３ 単元目標 

○ 福祉について関心をもち、意欲的に取り組む中で、自分たちが住む地域の福祉を通してさらによく
していこうとする態度を身に付ける。                   （関心・意欲・態度） 

 ○ 福祉が現在の私達の生活にどのような関わりがあるか調べることを通して、その重要性について深
く考える力を身に付ける。                           （思考・判断） 

 ○ 西都市の福祉の現状について、自分で考え、客観的にまとめ、表現する力を身に付ける。                            
（技術・表現） 

.○   西都市の福祉の特色や課題について理解を深める。                        （知識・理解） 
 

４ キャリア教育の目標 

 ○ 福祉の現状と課題について理解し、｢共に生きる力」｢社会に貢献する力｣｢奉仕のちから」を育む。                               
（人間関係形成・社会形成能力） 

 ○ 他者の立場や生き方を理解することで、自己を見つめ直し、自分を知り自分を尊重し自分を磨き育
てていこうとする。                        （自己理解・自己管理能力） 

 ○ 課題を解決するための方法を考え実践し、学習のまとめを作成することで、｢解決する力」｢表現す
る力｣を育む。                               （課題対応能力） 

 ○ 介助用の補助具を作る仕事や施設での仕事など福祉に関する職業に関心をもつ。  

                                  （キャリアプランニング能力） 
 
５ 単元計画（６時間） 

探究的な 

学習過程 

学習活動 

（学習活動の方法） 
評価計画 

（評価の観点） 

目指す生徒の姿 
【キャリア教育の観点】 

時数 

課題 
の 
設定 

福祉について知っている
ことや疑問について話し合
い見通しをもつ。（ワークシート） 

福祉について興味・関心をもち、
意欲的に話し合うことができる。 

（関心・意欲・態度） 

福祉について興味・関心をもつことがで
きる。        【課題対応能力】 

0.5 

情報 
の 
収集 

福祉に携わる方の講話を
聞いたり、福祉体験をしたり
する。（講話・福祉体験） 

 講話や体験を通して、福祉につい
て理解を深めることができる。 

（知識・理解） 

福祉に携わる方の講話に対して質問した
り、福祉体験において、友達が困らないよう
に声をかけたり、手助けしたりすることがで
きる。  【人間関係形成・社会形成能力】 
                

1.5 

整理 
・ 
分析 
まとめ
表現 

福祉に関する講話や体験
を通して学んだことや感じ
たことをまとめる。 

（ワークシート） 

福祉に関する講話や体験を通し
て学んだことや感じたことをまと
めることができる。（技能・表現） 

福祉の仕事や福祉に携わる方々の思い
や苦労を知るとともに、福祉に関して新た
な疑問をもつことができる。 

【キャリアプランニング能力】 
【課題対応能力】 
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探究的な 

学習過程 
学習活動 

（学習活動の方法） 
評価計画 

（評価の観点） 

目指す生徒の姿 
【キャリア教育の観点】 

時数 

課題 
の 
設定 

福祉に関わる人々、職業や道
具等について、地域調査を計画
し、発表する。（ワークシート） 

福祉について興味・関心をもち、
地域調査の計画を意欲的に話し合
うことができる。 

（関心・意欲・態度） 

班長を決めて、協力しながらテーマと計画につい
て話し合う。メンバーの意見に耳を傾ける。 
        【人間関係形成・社会形成能力】 
               【課題対応能力】 

本

時

１ 

情報 
の 
収集 

計画に沿って、グループで調
べる。（図書室・ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ・ｲﾝ
ﾀﾋﾞｭｰ・電話・ﾎｰﾑ訪問等） 

 自分たちが決めたテーマについ
て、福祉の資料やｲﾝﾀｰﾈｯﾄ等を活用
し、調べることができる。 

（技能・表現） 

グループで協力して、利用できるツールを使って必
要な情報を集める。計画に沿って行動できる。 
        【人間関係形成・社会形成能力】 
               【課題対応能力】 

１ 

整理 
・ 
分析 

調べた内容について、分かり
やすく伝えるために、発表する
内容を精選し、説明の順序を組
み立てる。（パソコン・模造紙） 

調べた内容について、分かりやす
く伝える工夫をすることができる。 

（技能・表現） 
（思考・判断） 

発表に向けて情報をより分け、分かりやすくまと
める。協力して発表の練習をする。 
               【課題対応能力】 
         【キャリアプランニング能力】 

１ 

まとめ 
表現 

調べた内容について、分かり
やすく発表する。 
    （パソコン・模造紙） 
 
 

自分たちの調べた内容を、相手に
伝わるように発表できる。他の生徒
の発表を聞き、福祉についての知識
・理解を深める。  （技能・表現） 

（知識・理解） 

役割を果たしながら意欲的に発表する。他のグル
ープの発表を、メモを取りながら聴く。質疑応答が
できる。     【人間関係形成・社会形成能力】 
          【自己理解・自己管理能力】 

１ 

 
６ 本時の目標 

  ア 福祉体験を通して学び感じたことから、より深めるための課題を見つける。（関心・意欲・態度） 

  イ 課題解決のための方法を、話し合いをしながら、見つける。（思考・判断） 
 
７  学習指導過程 

段階  学習内容及び学習活動 指導上の留意点  資料・準備 

つ
か
む 

１  前時の振り返りをする。 

 

２  全体の流れを確認する。 

 
３  示されたアンケート結果
をみて、これからの課題に
ついて考える。 

 
４  本時の課題を知る。 

 

 

○ 体験学習での様子を
示し、想起させる。 

○ 結果を示しながら、前
時に気づいたことや考
えたことを思い出させ
るとともに、自分以外
の人の考えからも学ば
せる。 

 

体験学習の
様子(画像) 

 

ワークシート① 

 

アンケート結
果について、
知らせる。 

(プレゼン) 

 

 

見
通
す 

５  この後の３時間の内容を
知る。  

 

６  課題解決のための方法に
ついて知る。 

○ 活動、発表準備、発表
という流れについて示
す。 

○ インタビュー、訪問、
インターネット等調べ
る方法について知らせ
る。 

ワークシート① 

さいと学副
読本 

提示カード 

考
え
る 

７  同じ課題を考えている生
徒同士でグループを作る。 

 

 

８  課題解決ための方法につ
いて話し合う。 

 

 

９  課題解決のための計画を
立てる。実現するために具
体的に進めるよう指示する。 

○ グループの案を示す。 

○ インタビュー、訪問、
調べる方法についてどの
方法がよいか考えさせる。 

○ 電話のかけ方、アポイ
ントの取り方について、
提示しておく。 

 
＜評価＞ 
福祉体験を通して学び

感じたことから、より深め
るための課題を見つける。 

課題解決のための方法 
を、話し合いをしながら、
見つける。 

ワークシート② 

 

 提示カード 

 

提示カード 

 

 10 ワークシートを仕上げて
次時につなげる。 

 ワークシート② 

 
資料－７ 第１学年 「福祉について考えよう」 指導計画及び学習活動の様子 

 

ま
と
め
る 

自分たちの考えたい課題と、課題

解決のための方法を見つけよう。 
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イ 考察 

 ○  単元のはじめに体験活動を取り入れたことにより、自ら課題を見つけ、様々な方法で課 

題を解決しようとする生徒の姿が見られた。 

   ○ 地域の福祉に携わる様々な人たちと交流したり、学んだことを発信したりすることによ

り、相手意識をもち、コミュニケーションをとろうとする態度が見られた。 

● 地域に貢献しようとする態度を育てるために、単元指導計画をさらに工夫する必要があ

る。 

 ● キャリア教育の視点を踏まえたさいと学のねらいを達成するためには、各教科との関連 

をさらに図っていく必要がある。 

 

Ⅵ 成果と課題 

 ○ それぞれのサイクルで身に付けさせたい力や活動を明確にした計画を立てることにより、

キャリア教育や総合的な学習の時間のねらいを達成するための学習を展開することができる

ようになった。 
 
 ○ さいと学の学習過程「知る、語る、愛する」と総合的な学習の時間の学習過程「課題

の設定、情報の収集、整理・分析、まとめ・表現」を関連付けた学習過程とすることで、

児童生徒の体験や疑問をもとにした探究的な学習を展開できるようになった。 
 
 ● さいと学の評価規準（関心・意欲・態度、思考・判断、技能・表現、知識・理解）と総合 

的な学習の時間で身に付けさせたい力（例 学習方法に関すること 自分自身に関すること 

他者や社会とのかかわりに関すること）の関連を見直す必要がある。 
 

 ● 発達段階に応じた総合的な学習の時間で身に付けさせたい力を明確にし、学習の積み重ね

を意識した指導を展開する必要がある。 

 

 

【参考文献】 

  ・ さいと学 テキスト 西都市教育委員会 

  ・ さいと学 指導手引き 西都市教育委員会 

  ・ さいと学 年間指導計画 西都市教育委員会 

  ・ 小学校学習指導要領解説 総合的な学習の時間 文部科学省 2008 

  ・ 中学校学習指導要領解説 総合的な学習の時間 文部科学省 2008 

  ・ 今、求められる力を高める総合的な学習の時間の展開（小学校編） 文部科学省 2011 

  ・ 小学校キャリア教育の手引き 文部科学省 2011 

  ・ 中学校キャリア教育の手引き 文部科学省 2011 
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